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まだ名も付いていない中国武漢発の新型コロナウイルスが世界を揺るがし始めている 
 
WHO はつい先⽇までこのウイルスは世界的な脅威ではないだろうと⾔っていた。中国政府
は、中国の正⽉に当たる春節の移動が多い時期であるにもかかわらず、武漢市を交通閉鎖し、
市⺠の市外への移動を禁⽌する措置をとった。それにもかかわらず、中国以外の世界各国で
もまだ⼈数は少ないながらも新型ウイルスによる患者が⾒出される事態に陥った。 
 
右の神⼾新聞記事によると、今回の新型ウイルス
による致死率は約２％となっている。ただし、こ
れは発症者数（患者数）が少ない時の数字である
から、実際の致死率が分かってくるのはこれから
である。（※ 次の記事からは、41/1300＝3.2％で
ある） 
 
 
「⽇本の⽅が安全」感染拡⼤の中…中国⼈ 70 万⼈来⽇ 1/25(⼟) 18:04 配信テレ朝 news 
 新型コロナウイルスによる肺炎は世界各地に広がっています。この 24 時間で新たにネパ
ール、マレーシア、そしてフランス、オーストラリアでも感染者が確認されました。これま
でに死者は中国で 41 ⼈、感染者の数は世界で 1300 ⼈を超えています。25 ⽇からいよいよ
春節ということで、中国からの観光客の移動が本格化しています。旅⾏先の⼀番⼈気とされ
る⽇本では対応に追われています。 
 
2019 年-2020 年中国武漢にお
ける肺炎の流⾏（Wikipedia）
に⽰されている図である。最
初の６⽇間の患者数は 41 名
でその数に変化はないが、こ
れが急激に増え、図に⽰され
ている１⽇後には 1300 ⼈超
となる。中国当局の現状認識
に遅れがあったということだ
ろう。 
 


